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健康づくり努力度別にみた死亡リスクの検討

愛知県農山間部一般住民におけるコホート研究より
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目的　健康増進の啓蒙に健康づくり指標は有用な方法であるが，指標の評価はほとんど行われて

いない。本研究の目的は愛知県で作成された健康づくり努力度指標（健づ指標）に基づき全

死因（全死），がん，心・脳血管疾患（心脳疾患）の死亡リスクを見積り，この指標の有用

性を明らかにすることである。

方法　対象は愛知県農山間部に在住する40～79歳の男女7,662人（同年齢人口の80.0％）である。

1988年にベースライン調査を行い，食生活（栄養のバランス，腹八分，脂っこい食事，塩

分，楽しい気分で食事），運動（日頃体を動かす，定期的運動），休養・心の健康（十分な睡

眠，ストレス時の気分転換），喫煙，飲酒，定期的健康診断に関する12項目の健づ指標情報

を収集した。1990～1997年まで死亡と転居について追跡し，個々の人年を計算した後，健康

づくりに好ましくない生活習慣に対する好ましい生活習慣の死亡リスク比（RR）をCoxの

比例ハザートモデルで見積もった。

結果　1.　8年間の全死亡者650人中，がんは240人，心脳疾患は197人だった。

　2.　全死に対する年齢調整RRが低くなった項目は，男で時々満腹またはいつも腹八分の

心がけ，毎日適度または積極的に体を動かす，ストレス時の気分転換を積極的にはかる，非

喫煙または禁煙1年以上，年1回以上の定期的健康診断，女で日頃，体を動かす，非喫煙ま

たは禁煙であった。男の禁煙1年以内ではRRが上昇した。

　3.　がんでは男で非喫煙，女で十分な睡眠を時々とる際に低い年齢調整RRが認められ，

心脳疾患では男で腹八分の心がけ，楽しい気分で食事を時々心がける，日頃，体を動かす，

ストレス時の気分転換をはかる，毎日2合未満または時々大量飲酒，年1回以上の定期的健

康診断で，女では日頃，体を動かす際にRRが低かった。

　4.　日頃，体を動かすに関しては，日常生活活動の支障の有無に関わらず同様の結果が得

られた。

　5.　全死亡に関する多変量解析でもほぼ同様の結果が得られ，さらに，男で塩分の取りす

ぎにいつも注意する際に高いRRが，女で十分な睡眠を時々とる際に低いRRが認められ

た。

結論　日頃，体を動かすことは全死，特に心脳疾患の死亡リスク軽減に関連していることが示唆

された。本研究における健づ指標には死亡リスクの軽減に関連しているものと関連していな

いものが含まれており，その特性をふまえた上で用いることが重要である。
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